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Panton-Valentine leukocidin（PVL）
とは

　黄色ブドウ球菌の産生する外毒素
は水疱性膿痂疹，トキシックショッ
ク症候群などさまざまな皮膚感染症
とかかわりがある．血球崩壊毒素と
して赤血球崩壊（溶血性）毒素であ
るヘモリジンと白血球崩壊毒素であ
るロイコシジン（Luk）がある．Luk 
は白血球崩壊活性とともに弱い赤血
球崩壊活性も有しているが，Panton-
Valentine leukocidin (PVL）は白血
球に対する特異性が極めて高い毒素
である1)．
　Luk は LukS と LukF 成 分 を要
求する２成分性毒素で，LukS と 
LukF の遺伝子はオペロンを形成
し，Hlg２（γﾝヘモリジン）の遺伝
子とクラスターを形成している（図
１)2)．PVL 産生株では PVL の遺伝
子はファージのゲノム上にコードさ
れていて，Hlg/Luk のクラスターと
は全く離れた位置に溶原化してい
る．
　ウサギの皮膚に PVL を接種する
と，好中球が浸潤し，好中球の核破
壊，血管壁の壊死，膠原線維の壊死
がおきる（図２ａ)3)．普通のロイコ
シジンと比較すると明らかに発赤が
強い（図２ｂ）．
　歴史的には1884年，van de Velde 
により白血球の溶解作用があること

が発見され4)，重症の膿瘍との関係
は1932年に Panton と Valentine に
より初めて報告され5,6)古くより知
られていた．その後数10年間注目さ
れていなかったが，immunoassay や 
PCR 法の確立によりその毒素の偏
在性が脚光を浴びるようになっ
た7)．

PVL と疾患とのかかわり

　PVL 遺伝子をもつ黄色ブドウ球
菌はフランスでの全臨床分離株２％
にすぎないが，せつ腫症，蜂巣炎，
皮下膿瘍，一般感染症では市中壊死
性肺炎で高率に検出され，壊死を伴
う皮膚深在性感染症と肺炎に偏って
いた7)．さらに，PVL 陽性と PVL 陰
性の市中肺炎の臨床的特徴を比較
し，PVL 陽性の場合，より重篤で致
死的な肺炎が多いことが報告され
た8)．その特徴は基礎疾患のない若
年者に多く，インフルエンザ様症状
から発症し，電撃的に出血性，壊死
性の重症肺炎に進展する．８例中２
例にせつ腫症を合併しており，せつ

続発性に重篤な肺炎がおこる可能性
も示唆している．われわれの検討で
も，PVL 遺伝子陽性株はせつ40％，
癰28％と深在性の膿皮症に偏在して
いた（表１)9)．また PVL 遺伝子陽
性黄色ブドウ球菌によるせつの臨床
的特徴としては，比較的若年者で基
礎疾患をもたない症例に多く，局所
症状として多発し，発赤が強いこと
が明らかになった（表２，図３)9)．
ただ単に壊死を起こすような疾患に
偏っているだけでなく，その疾患の
重症度とも関連していることが示さ
れた10)．

市中感染型 MRSA（CAﾝMRSA）と 
PVL

　近年，従来の院内感染型の MRSA
（ Hospital あ る い は Health-care 
associated MRSA；HAﾝMRSA）と
は 異 な る 市 中 感 染 型 MRSA 
(Community-acquired MRSA；CA
ﾝMRSA）が話題になっている．CA
ﾝMRSA の特徴は小児に多く，皮膚
軟部組織感染症から多く分離され，
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表１　皮膚細菌感染症 PVL 産生黄色ブドウ球菌の検出率

疾　　患 菌 株 数 PVL 遺伝子陽性株数（％)

毛包炎 20 １（５％)
せつ 40 16（40％)
癰 7 ２（28％)
膿瘍 7 １（14％)
爪囲炎 9 ０（０％)
丹毒 11 ０（０％)
水疱性膿痂疹 20 ０（０％)
慢性膿皮症 7 ０（０％)
浅在性皮膚二次感染 20 ０（０％)
深在性皮膚二次感染 20 ０（０％)
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多くはⅣ型のメチシリン耐性遺伝子
領域（SCC mec type IV）に属する．
HAﾝMRSA のように高度耐性株で
はなくβラクタム薬以外には感受性
を残すことが多い．PVL はこれらの
世界中に蔓延する市中感染型 
MRSA のマーカーとして注目され
ている11)．しかしながら，PVL 陽性
株がすべて MRSA というわけでは
ない．本邦での市中感染型 MRSA は
欧米の流行例とは異なり，PVL 陰性
株が圧倒的に多く，遺伝学的にも多
様である12)．また，1985，6年に本邦
で PVL 産生 SCC mec type IV の 
MRSA が多く分離されていたこと
がわかった．PVL や CAﾝMRSA の
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図１　Panton-Valentine leukocidin (PVL)
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図２　PVL 接種による皮膚の変化（ウサギ皮膚)
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図３　PVL 陽性せつと PVL 陰性せつ

表２　せつの臨床的特徴

PVL 陽性例（ｎ＝16) PVL 陰性例（ｎ＝24)

平均年齢（範囲) 20.8（１ﾝ61)＊ 　 48.0（12ﾝ62) 　
基礎疾患
　全身性疾患 ０（　０％)＊ ７（27％)　
　皮膚疾患 ４（28.6％) ４（15.4％)
病変の個数
　単発 ６（37.5％)＊ 22（84.6％)
　多発 10（62.5％)＊ ４（15.4％)
全身症状 １（ 7.1％) １（ 3.8％)
局所症状スコア（平均±標準偏差)
　紅斑 2.66±0.70＊ 1.33±0.48
　腫脹 2.26±0.48 1.68±0.67
　疼痛 1.46±0.51 1.44±0.51

局所症状評価；発赤；１：軽度（直径：０ﾝ３㎝），２：中等度（直径：３ﾝ７㎝），３：
高度（直径：＞７㎝）．腫脹；１：軽度（直径：０ﾝ３㎝），２：中等度（直径：３ﾝ７
㎝），３：高度（直径ｒ：＞７㎝）．疼痛；１：弱い，２：強い．＊Ｐ＜0.01

Boyle-Vavra S et al､ Lab Invest 2007；87：３ﾝ９より改変
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図４　PVL による組織壊死
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疫学的調査についての報告は膨大に
増加してその脅威がクローズアップ
される一方で，CAﾝMRSA の病原性
が全て PVL によるものか疑問視す
る考えがある13)．

PVL の病原性について

　PVL 産生株が重症感染症で検出
されているが，PVL がその主要な病
原因子である直接的な証拠は少な
い．前述した実験的にウサギに壊死
を起こすことより皮膚の壊死への関
与は予測できるが，壊死性肺炎や敗
血症における PVL の役割は不明で
ある．
　組織の壊死は PVL の直接作用で
はなく，PVL による好中球の細胞溶
解と好中球より放出される炎症性メ
ディエーターや活性酸素などにより
おこるとされている（図４)14)．ま
た，PVL が低濃度の場合，ミトコン
ドリアを介した経路で好中球をアポ
トーシスに導くことがわかってきた
がその詳細は不明である15)．
　PVL が重症感染症の病態への関
与はまだ明らかではないが，本邦で
も PVL 産生の黄色ブドウ球菌の敗
血症から急速に肺塞栓，肺炎が進行
した17歳男性例の報告16)があり，今
後もその発症が危惧され，前述した
臨床的特徴をもつ PVL 関連のせつ
については注意を要する．
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